
 令和６年度 

 
～ 進路実現と地域との共生を目指して ～ 

 

 
 明治 40年創立。昭和５年吉田島農林学校。昭和 23年吉田島農林高等学校。平成 22年吉田島総合

高等学校を経て、平成 29年吉田島高等学校として新しい学校をスタートさせました。 

 農業に関する学科が３学科、家庭に関する学科が１学科、全部で４つの学科があります。県内唯

一の農業科と家庭科を併置した、全日制・単位制の専門学科高校です。本校では、農・食・環境・

健康に関するいのちの教育を展開しています。 

            農業に関する学科              家庭に関する学科  

          

※１ ２年次より「農業土木コース」「みどり環境コース」に分かれます       

※２ ２年次より「ヒューマンサービスコース」「食健康コース」に分かれます    
 

 
 

 

 

 
 

▶「野菜」「果樹」「作物」の３つの部門において、季節ごとの栽培管理を中心に技術を身に付けます。 

野菜部門：ブロッコリーや大根などの露地野菜の他に、トマトやイチゴなど。 

果樹部門：梨や柿、キウイフルーツ、温州みかん、マスカット、梅など。 

作物部門：稲作などの食用作物や神奈川ブランドに認定されている開成弥一芋（さといも）など。 

 

 

 

 
 

▶ 将来の食品産業従事者として活躍できる人材を育成することを目標に、１年次生より「食品製造」の授業

を行っています。授業では、食品材料に関する知識や製造の技術を学びます。実習で製造した、クッキーや

マドレーヌ、みそは校内で販売されています。 

 

 

 

 
 

▶ 農業土木コースでは、測量や施工の基礎を学び、将来の職業にいかせる技術を身に付けます。 

▶ みどり環境コースでは、造園における庭園造りや植木の管理、草花の栽培管理や利用としてのフラワーデ

ザインなどの基礎知識・技術を学びます。 

 

 

 

 

 

 
▶ 神奈川県立高校で初めての、家庭科に関する専門科目を中心に学ぶ学科です。３年間を通して農業と食、

保育、福祉の分野のつながりを大切にした授業を行います。 

▶ ヒューマンサービスコースでは、子どもを中心に様々な人との関わり方を学びます。 

▶ 食健康コースでは、食品の特徴や栄養を考え、調理実習等を通じて食と健康の関わり方を学びます。 

 学校の概要 

都市農業科 食品加工科 ※１ 環境緑地科 ※２ 生活科学科 

 魅力のある専門学科の併置による幅広い教育の展開 

野菜、果樹、作物などの栽培

や農作物を活用した食品製

造の学び 

 神奈川の農業の特色である

都市農業の分野で活躍でき

る人材を育成 

 

 

都市  

農業科 

食品原材料の特性や食品製

造・食品化学・食品微生物に

関する知識と技術の学び 

 食品産業従事者や栄養管理

者として活躍できる人材を

育成 

 

 

食品  

加工科 

地域資源を活用した、農業土

木、造園・草花の知識と技術

の学び 

 地域に貢献できるエンジニ

アや関連産業の従事者とし

て活躍できる人材を育成 

 

 

環境  

緑地科 

衣・食・住の生活や保育等の

ヒューマンサービスに関す

る学び 

 保育士や幼稚園教諭、栄養

士、調理師など人々が快適に

安心して生活できる知識と

技術を実際の場面でいかせ

る人材を育成 

 

 

生活  

科学科 

… 


